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１．はじめに 
 琵琶湖は古来より存在する巨大な湖であり、その沿岸

には広大なヨシ群落が広がっていた。しかし高度成長期

の湖岸開発により、ヨシ群落の面積は半減した。現在は、

減少したヨシ群落を再生するために滋賀県が植栽を行っ

ているが、植栽方法は画一的であり、環境条件の地域差

による配慮は薄い。群落成立の有無や植生構造の差異は、

地域で異なる波浪条件により生じると考えられる。本研

究では琵琶湖沿岸域の抽水植物群落の植生構造を調査し、

各群落の有義波高を推算した。各群落における植生構造

と有義波高との関係に関する考察を報告する。 

２．調査の方法 
2.1 調査対象群落 

 2008 年 9 月～12 月と 2009 年 9 月～2010 年 1 月に北湖

東岸の一部を除く琵琶湖沿岸域の 94 群落において植生

調査を行い、そのうち 44 群落で地盤高測量を行った。

調査対象群落の位置を図 1 に示す。対象群落のうち自生

群落は 59 群落、植栽群落は 35 群落であった。 

2.2 植生調査と地盤高測量の方法 

 単独測位携帯型 GPS 装置（以下 GPS）に位置情報を

記録しながら、植生が均一な区画の境界を踏査した。こ

れにより定量化した各区画に対して植物社会学的方法を

用いた植生調査を行い、生育する植物種の被度を 7 段階

の階級値で調査し中央の値で定量化した。また、オート

レベル･GPS･標尺を用いた単点測量による地盤高測量を

行った。植物種の被度を表す植生図と地盤高を 20 cm 単

位で示した例を図 2 に示す。これらの方法より、各区画

における植物種の被度と地盤高の面的な情報が得られた。 

2.3 有義波高の推算方法 

 風向風速データを用いた観測所の位置と風配図の例を

図 1 に示す。彦根･今津･南小松･大津のアメダス 1)、安曇
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図1 調査対象群落と

風向風速観測所の位置
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川沖･沖之島沖･雄琴湾沖の自動観測所 2)、湖北管理所･湖

南管理所 2)の計 9 ヶ所のうち、各群落に最も近い観測所

の風向風速データを用いた。各群落で 16 方向に対する

風速と対岸までの有効吹送距離から、宇多らの式を用い

て有義波高を推算した 3)。全方向の有義波高のうち上位

1/3 の平均値をその群落の平均有義波高（以下波高）と

した 3)。 

３．結果および考察 
3.1 各群落における有義波高 

 総面積は 94.0 ha、確認した植物種の総数は 321 種であ

った。各群落における波高の地区平均を図 3 に示す。地

区によって波高はそれぞれ異なり、最高値は 42 cm、最

低値は 1 cm であった。地域毎に各自生群落および植栽

群落の波高と平均値を図 4 に示す。北湖東岸と南湖東岸

は波高のばらつきが大きく、南湖西岸の群落は波高が低

かった。また、波高 10 cm 以下の波高が低い群落におい

ても消波施設が設置されていた。 

3.2 自生ヨシ群落の植生構造 

 自生群落について、各群落の植物種の被度%構成比に

より、クラスター分析を用いて分類した。ウォード法で

合併した各クラスターの被度%構成比と、各クラスター

に属する群落の有義波高を図 5 に示す。4 つのクラスタ

ーのうち、ヨシの割合が最も高く、植被率の低い水ヨシ

群落のクラスター1 は群落の波高が比較的高い傾向が見

られた。多様な抽水植物が生育するクラスター2 と外来

植物ﾁｸｺﾞｽｽﾞﾒﾉﾋｴがヨシと同程度の割合を占めるクラス

ター3 はともに比較的波高が低く、波浪以外の環境条件

により生育する植物種が異なる可能性が考えられた。ﾁｸ

ｺﾞｽｽﾞﾒﾉﾋｴが優占するクラスター4 の群落の波高は 1 群落

を除いて 6 cm 以下であった。また、クラスター3,4 に属

したのはすべて南湖の群落であった。 

3.3 低地盤高における生育植物種と有義波高の関係 

 自生群落のうち、B.S.L.-90 cm 以下の範囲が面積の

15 %以上を占める 11 群落の低地盤高範囲におけるヨシ

とﾁｸｺﾞｽｽﾞﾒﾉﾋｴの被度％の関係を図 6 に示す。波高が 11 

cm 以上の群落はヨシが優占し、6 cm 以下群落ではﾁｸｺﾞｽ

ｽﾞﾒﾉﾋｴが優占していた。 

４．まとめ 
 波高の高い地域では水ヨシ群落が成立する一方で、波

高が 6 cm 以下の地域では主に群落の沖側で外来植物が

繁茂する群落が多く見られた。今後は波高を考慮した植

栽方法を検討する予定である。 
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